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入学式 

 4月 9日（火）、入学式がありました。3年生は最上級生として新入生を迎えました。

前日は新入生教室の清掃、当日は受付・誘導、式では校歌の紹介をしました。〇〇さんが

代表として披露してくれた「歓迎のことば」を紹介します。 

         歓迎のことば 

暖かい日差しと優しい春の香りに包まれた、色鮮やかな季節が

やってきました。春の訪れを感じられるこのよき日に第九中学校

に入学された新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。新

しい学校に新しい制服、新しい仲間たち。皆さんにとって今日はとても新鮮な日だと思

います。新鮮という言葉の中には、物事に今までにない新しさが感じられるという意味

があります。今日、今までにない新しさをきっとみなさんは感じたと思います。そし

て、それは期待もあり、不安もあるでしょう。私も入学式に臨んだときは今までにない

緊張感にあふれていました。しかし、その不安はすぐになくなりました。なぜなら、第

九中学校には沢山の魅力があり、毎日が新鮮で温かいからです。小学校ではなかった部

活動や行事の新鮮さと先輩方や先生方の温かさ、この魅力がきっとみなさんの不安を安

心へ変えてくれるでしょう。そして、それだけではありません。今、みなさんの周りに

いる全員が今日から仲間です。その仲間と、これからの三年間、共に学校生活を送りま

す。ぜひ、みんなと沢山話して、学年の輪を広げていってください。 

 さて、みなさんは小学校と中学校の大きな違いは何だと思いますか。それは生徒自身

が学校を創ることができるところです。運動会や合唱コンクール、校外学習などの大き

な行事だけではなく、委員会活動など係の仕事も中学校では生徒たちが中心となって作

り上げます。実際に今年からはみなさんの制服が藤色を基調としたブレザー制服に変わ

りました。これも先輩たちが作り上げたものです。 

 このように中学校では私たち生徒が学校を創ります。これからの三年間、みなさんは

どんなことにチャレンジしてみたいですか。まずは部活動や委員会決めから始まりま

す。何かを決めるときに自分が新しい一歩を踏み出そうとする勇気、どんなことにもチ

ャレンジする心をぜひ皆さんにもって欲しいです。私たちはみなさんを応援していま

す。 

 最後に、中学校三年間というのは本当にあっという間です。ですから、この三年間、

どんなことにもチャレンジし、いろんな思い出であふれる濃いものにしてください。そ

して、今の新鮮な自分を大切にしてください。これから私たちと共に、前へ前へと進ん

でいきましょう。 
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 校歌斉唱 

 ３年生が指揮・伴奏を担当しています。 

    

始業式 

指揮 〇〇 〇〇 

伴奏 〇〇 〇〇 

入学式 

指揮 〇〇 〇〇 

伴奏 〇〇 〇〇 

対面式 

指揮 〇〇 〇〇 

伴奏 〇〇 〇〇 

学年集合写真 始業式後、写真を撮りました。3年生は 109名でスタートしました。 

 


